





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































戸部左曹郎中劉理 三司判官・ 『長編』巻301-4、元豊2年 1月













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































④ ③ ② q 





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 2:元祐経費削減関係年表(元祐 1086-94、紹聖:1094-98) 
年月 事 柄 出典
元祐 1， 4 左侍正郎言朱裁光減庭を相、浮度費し以を裁聞減させるを乞う→詔して、戸部尚書・ 長375-17
に せしむ。
2， 2 戸部、抵当所官吏に賞を給するを龍むを乞う。之に従う。 長 395-[[
2， 7 戸部、会計録を編修せしむを乞う。之に従う。 長 403-1











-詔皇裁損太すらく得を「型乞る節所う ・大礼沢・生辰に遇い費てと所→、を太韓置皇忠〈彦太)后等再・皇た太浮后・ 長探 41 、
妃の の恩 を減ず裁ベ省し浮」 費を 419-9 
する う。(この頃、
4， 2 取(B索1し)、戸「部行言」う字な一ら等くを去「旨〈をを得乞てう在j京と職。事之官にの従俸うを。裁滅するを 長422-2
4， 7 戸減部ずの請に従い、詔すらく「文武官・宗室・内侍官の支賜等を 長430-12
ベし」と。
4， 12 左謀議大夫架熊、裁省浮費所を魔止するを乞う。 長436-5
5， 1 浮費所の請に従い、詔して温・明州等の造船額を定めしむ。 長437-1
望書穂、また裁省浮費所を廃止するを乞う。 長437-1
戸部、宗室の房臥銭等を減ずるを乞う。之に従う。 長437-2
5， 3 御史中丞梁煮、また裁省浮費所を廃止するを乞う。 長440-2
.““ 4・.....‘ ー・................‘・・......ー----_............................ー・圃圃圃圃圃圃圃・ーーーーー.
紹聖2， 6 (A)詔して、元祐初に逓任防禦使等の俸禄を減定したのを元豊 車C100 
の旧法に戻す。
3， 9 I (B)乞戸う部。侍之郎に呉従居う厚。、元祐中に「行J字を去いたのを旧制に戻 職 57-49
すを
〔備考〕 出典の長は『長編』、繋は I禦城集I、紀は『長編紀事本末』、職は『宋会要』
耳哉官を指す。
6
と
こ
ろ
で
元
祐
か
ら
紹
裂
に
な
り
、
新
法
党
が
政
権
を
掌
握
す
る
9
と
、
元
祐
中
に
断
行
さ
れ
た
経
費
削
減
の
一
部
が
撤
回
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
表
2
の
点
線
以
下
に
示
さ
れ
た
(A)
と
(B)
の
内
容
で
あ
る
。
こ
の
(
A
)
(
B
)
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
文
武
官
の
俸
禄
削
減
案
は
、
紹
聖
新
法
党
に
と
っ
て
否
定
す
べ
き
旧
法
党
の
悪
政
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
見
方
を
か
え
れ
ば
、
元
祐
中
に
照
壁
新
法
党
の
積
極
財
政
の
否
定
を
こ
と
の
ほ
か
強
く
意
識
し
て
定
め
ら
れ
た
、
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
乙
れ
が
元
祐
中
に
如
何
な
る
過
程
を
経
て
決
定
さ
れ
た
の
か
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
(A)
は
元
祐
三
年
閏
一
二
月
に
決
め
ら
れ
た
(
A
l
l
)
を
廃
止
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
を
史
料
に
徴
す
る
限
り
政
策
の
発
議
か
ら
決
定
ま
で
戸
部
が
関
与
し
た
痕
跡
は
見
当
た
ら
な
い
。
一
方
、
(B)
は
元
祐
四
年
二
月
に
決
定
さ
れ
た
(
B
1
)
の
内
容
を
廃
止
し
た
も
の
で
、
そ
れ
は
一
見
、
戸
部
の
提
案
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
判
断
し
う
る
。
し
か
し
実
は
こ
の
時
に
戸
部
が
提
案
し
た
内
容
は
、
さ
ら
に
遡
る
元
祐
三
年
間
一
二
月
の
(
B
2
)
に
あ
る
よ
う
に
、
二
一
省
の
提
議
を
受
け
て
、
職
事
官
の
俸
禄
な
ど
を
削
減
す
る
よ
う
に
、
と
の
詔
が
下
り
、
そ
れ
を
具
体
化
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
こ
こ
で
は
政
策
の
基
本
方
針
が
戸
部
に
よ
っ
て
発
議
さ
れ
た
と
は
見
倣
し
が
た
い
の
で
あ
る
。
ま
た
表
2
の
な
か
ほ
ど
に
見
え
る
よ
う
に
、
元
祐
三
年
間
二
一
月
頃
に
裁
省
浮
貸
所
(
以
下
、
浮
費
所
と
称
す
)
と
い
う
経
費
削
減
審
2
U
}
 
議
委
員
会
の
ご
と
き
も
の
が
戸
部
に
設
置
さ
れ
る
が
、
そ
の
直
前
に
上
ら
れ
た
上
奏
に
お
い
て
、
蘇
轍
ら
は
戸
部
が
削
減
し
た
経
費
は
二
O
万
買
に
及
ぶ
と
は
い
う
も
の
の
、
「
前
後
に
減
ず
る
所
の
三
十
徐
事
、
率
ね
皆
な
浮
費
の
小
な
る
者
な
り
」
(
『
築
城
集
』
巻
四
一
「
乞
裁
損
浮
費
街
子
」
、
『
長
編
』
巻
四
一
九
|
六
)
と
述
べ
る
。
少
な
く
と
も
、
元
祐
三
年
間
一
二
月
以
前
に
戸
部
が
削
減
し
え
た
経
費
は
小
規
模
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
で
は
浮
費
所
が
戸
部
に
設
置
さ
れ
た
後
に
、
何
か
変
化
が
認
め
ら
れ
た
の
か
。
浮
費
所
に
つ
い
て
は
、
宋
肇
な
る
人
物
が
そ
れ
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
以
外
国
、
詳
細
は
判
ら
な
い
が
、
浮
費
所
の
廃
止
を
要
求
す
る
梁
煮
は
、
「
裁
減
浮
費
所
、
細
砕
苛
急
に
し
て
、
甚
だ
園
僅
を
損
な
い
、
怨
を
下
に
集
め
、
政
事
を
害
な
う
有
り
」
(
『
長
編
』
巻
四
三
六
l
五
)
と
い
う
。
「
細
砕
苛
急
(
細
か
く
厳
し
い
こ
と
は
甚
だ
具
体
性
に
欠
く
表
現
で
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
こ
れ
か
ら
浮
費
所
が
財
政
の
根
幹
に
関
わ
る
部
分
で
の
経
費
削
減
案
を
企
画
し
え
た
と
は
見
倣
さ
れ
ま
い
。
一
方
、
三
司
の
場
合
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
元
豊
官
制
以
前
に
何
度
か
経
費
削
減
が
断
行
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
慶
暦
中
に
行
わ
れ
た
経
費
削
減
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
経
緯
を
簡
単
に
述
べ
れ
ば
、
ま
ず
慶
暦
二
年
(
一
O
四
二
)
四
月
に
権
御
史
中
丞
頁
昌
朝
・
右
正
言
回
況
・
知
諌
院
張
方
平
・
入
内
都
知
張
永
和
・
権
三
司
使
挑
仲
孫
ら
に
経
費
削
減
を
審
議
す
る
よ
う
に
命
が
下
さ
れ
(
『
長
編
』
巻
二
二
五
|
一
八
)
、
彼
ら
が
そ
れ
に
参
加
す
る
か
た
ち
で
An) 
三
司
減
省
所
と
い
う
経
費
削
減
審
議
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
三
司
滅
省
所
が
中
心
と
な
っ
て
諸
経
費
を
削
減
し
た
、
と
な
る
(
『
長
編
』
巻
一
=
一
七
|
二
、
=
一
、
四
万
三
司
減
省
所
に
は
三
司
使
以
外
に
台
諌
官
な
ど
が
参
加
し
て
い
る
う
え
に
、
当
委
員
会
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
削
減
案
は
中
書
・
枢
密
院
の
監
査
を
受
け
た
こ
と
か
ら
す
れ
師
、
三
司
自
体
の
削
減
項
目
決
定
に
お
げ
る
主
導
権
は
、
戸
部
の
そ
れ
よ
り
も
顕
著
で
あ
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
慶
暦
に
お
け
る
経
費
削
減
の
直
接
の
動
機
と
し
て
、
対
西
夏
戦
争
に
よ
っ
て
財
政
が
逼
迫
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
(
『
祭
全
集
』
巻
二
三
「
請
校
曾
邦
計
事
」
)
、
そ
の
点
に
お
い
て
元
祐
に
お
け
る
経
費
削
減
よ
り
も
事
態
は
切
迫
し
た
も
の
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
従
っ
て
、
乙
こ
で
は
か
か
る
極
め
て
重
要
な
政
策
の
審
議
に
三
司
の
参
加
が
不
可
蹴
欠
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
む
し
ろ
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
(
以
上
、
経
費
削
減
の
事
例
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
戸
部
も
し
く
川
は
浮
費
所
の
政
策
決
定
に
お
け
る
主
導
権
は
認
め
ら
れ
な
い
と
と
を
口
指
摘
し
た
。
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
経
費
削
減
は
元
祐
期
に
お
い
部
て
重
要
政
策
と
目
さ
れ
た
に
は
相
違
な
い
が
、
王
安
石
新
法
と
の
訣
一戸ゆ
別
と
い
う
点
に
お
い
て
、
役
法
や
青
苗
法
の
改
定
が
そ
れ
以
上
に
重
彬
要
政
策
と
見
倣
さ
れ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
最
後
に
元
祐
期
に
7
お
け
る
両
政
策
の
動
向
に
つ
い
て
簡
略
に
述
べ
て
、
本
節
を
と
じ
る
9
こ
と
に
し
た
い
。
役
法
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
元
祐
元
年
(
一
O
八
六
)
二
月
に
、
そ
れ
ま
で
の
免
役
法
を
差
役
法
に
戻
す
べ
く
詳
定
役
法
所
な
る
審
議
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
(
『
長
編
』
巻
三
六
七
|
一
担
。
詳
定
役
法
所
は
戸
部
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
後
に
な
っ
て
戸
部
侍
郎
越
贈
(
『
宋
曾
要
』
食
貨
一
三
二
四
)
や
戸
部
員
外
郎
劉
笠
(
『
長
編
』
巻
三
八
五
二
ハ
)
が
そ
れ
に
派
遣
さ
れ
る
が
、
発
足
当
初
は
戸
部
の
官
員
す
ら
も
委
員
会
の
成
員
に
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
資
政
殿
大
学
士
兼
侍
読
韓
維
・
吏
部
尚
書
呂
大
防
・
工
部
尚
書
孫
永
・
給
事
中
兼
侍
読
沼
純
仁
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
同
年
一
一
月
に
な
っ
て
文
彦
博
の
要
請
に
よ
り
詳
定
役
法
所
は
廃
局
さ
れ
、
役
法
改
定
の
審
議
の
場
は
戸
部
に
移
さ
れ
は
し
た
(
『
長
編
』
巻
三
九
二
|
二
三
、
『
瀦
公
文
集
』
巻
二
六
「
論
役
法
」
)
。
し
か
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
即
ち
に
戸
部
が
役
法
改
定
に
お
い
て
主
導
権
を
掌
握
し
え
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
元
祐
六
年
九
月
に
お
げ
る
「
元
祐
に
差
役
法
を
復
し
て
よ
り
、
こ
こ
に
六
・
七
年
、
戸
部
未
だ
嘗
っ
て
一
日
も
更
改
を
申
請
す
る
無
し
」
(
『
長
編
』
巻
四
六
六
!
七
)
と
い
う
御
史
中
丞
鄭
棄
の
証
言
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
よ
う
。
次
に
青
苗
法
。
ま
ず
元
祐
元
年
四
月
に
旧
常
平
法
(
新
法
期
の
青
商
法
)
を
復
す
る
こ
と
が
三
省
に
よ
っ
て
提
議
さ
れ
、
了
承
さ
れ
る
(
『
長
編
』
巻
三
七
六
一
O
)
。
し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
、
左
司
諌
王
巌
受
・
監
察
御
史
上
官
均
・
御
史
中
丞
劉
塾
・
中
書
舎
人
蘇
拭
ら
に
よ
っ
て
猛
反
対
が
な
さ
れ
る
(
『
宋
史
」
巻
一
七
六
)
。
そ
し
て
結
局
8
そ
れ
ら
に
推
さ
れ
る
か
た
ち
で
、
同
年
八
月
に
病
床
に
あ
っ
た
司
馬
9
光
が
青
苗
銭
の
給
散
を
や
め
る
よ
う
上
奏
し
、
そ
れ
が
認
可
さ
れ
落
着
す
る
(
『
停
家
集
』
巻
五
四
「
乞
罷
散
青
苗
自
衛
子
」
、
『
長
編
』
巻
三
八
四
ー
一
五
1
一
六
)
。
そ
こ
で
は
、
『
長
編
』
は
四
月
に
お
け
る
青
苗
法
の
復
活
の
主
謀
者
に
つ
い
て
、
「
初
め
同
知
植
密
院
〔
事
〕
箔
純
仁
、
園
周
の
足
ら
ざ
る
を
以
っ
て
、
復
た
青
苗
銭
を
散
ず
る
を
建
請
す
、
四
月
二
十
六
日
の
指
揮
は
、
蓋
し
純
仁
の
議
に
よ
る
」
(
『
長
編
』
巻
三
八
四
一
六
)
と
し
て
、
そ
れ
は
同
知
枢
密
院
事
活
純
仁
【叫〕
で
あ
る
と
名
指
し
す
る
。
乙
の
よ
う
に
、
一
貫
し
て
元
祐
期
に
お
い
て
青
苗
法
の
復
活
な
い
し
は
廃
止
に
戸
部
が
関
与
し
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。
再
三
に
わ
た
り
述
べ
た
よ
う
に
、
戸
部
は
執
行
機
関
な
い
し
は
三
省
の
諮
問
機
関
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
に
過
ぎ
ず
、
政
策
決
定
の
重
要
局
面
に
お
い
て
そ
の
意
思
は
反
映
さ
れ
に
く
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
経
費
削
減
よ
り
重
要
度
の
高
い
役
法
や
青
苗
法
の
改
定
に
積
極
的
に
関
与
し
え
な
く
と
も
当
然
と
い
え
よ
刊
。
五
結
び
に
か
え
て
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
三
司
行
政
は
中
書
・
枢
密
院
か
ら
比
較
的
自
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
言
一
い
方
を
か
え
れ
ば
、
案
件
の
調
査
・
検
討
、
皇
帝
か
ら
の
取
旨
、
そ
し
て
政
策
の
実
施
と
い
っ
た
一
連
の
行
政
手
続
き
を
単
独
で
行
い
え
た
。
対
し
て
、
戸
部
は
一
連
の
行
政
手
続
き
の
一
部
分
に
し
か
関
与
し
え
ず
、
そ
の
意
思
は
政
策
の
決
定
に
あ
ま
り
反
映
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
三
司
が
は
た
し
て
尚
書
省
に
継
承
さ
れ
た
の
か
否
か
は
と
も
か
く
、
三
司
と
戸
部
の
両
者
は
等
価
で
は
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
小
論
で
は
殆
ど
触
れ
な
か
っ
た
が
、
機
構
面
か
ら
い
え
ば
、
新
法
期
に
成
立
し
た
司
農
寺
財
政
を
継
承
し
、
宰
相
に
そ
の
管
理
権
が
あ
っ
た
と
い
う
戸
部
右
曹
財
政
の
存
在
、
仁
宗
末
期
以
降
に
三
司
か
ら
分
立
し
て
い
っ
た
都
水
監
・
軍
器
監
・
将
作
監
が
戸
部
の
統
属
下
に
な
か
っ
た
こ
と
、
三
司
の
外
部
組
織
と
も
い
う
べ
き
提
挙
在
京
諸
司
庫
務
司
と
提
点
在
京
倉
草
場
所
が
、
戸
部
で
は
な
く
多
く
太
府
寺
や
司
農
寺
に
継
承
さ
れ
た
こ
目
、
以
上
の
三
点
か
ら
も
三
司
と
戸
部
と
の
断
絶
面
を
見
出
せ
る
。
=
一
司
・
戸
部
と
も
に
直
接
管
理
し
え
な
か
っ
た
司
農
寺
・
戸
部
右
曹
財
政
の
問
題
は
除
外
す
る
と
し
て
、
後
者
二
点
と
こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
を
綜
合
す
れ
ば
、
三
司
は
行
政
面
に
お
い
て
も
財
政
面
に
お
い
て
も
、
元
豊
の
官
制
改
革
を
通
じ
て
、
そ
の
職
権
を
著
し
く
分
散
化
し
た
、
と
見
倣
せ
る
で
あ
ろ
う
。
在
来
官
庁
の
職
権
の
分
散
化
、
な
い
し
は
そ
れ
に
よ
っ
て
当
然
起
こ
り
う
る
専
門
化
が
元
豊
官
制
全
体
に
通
底
す
る
の
か
、
更
め
て
詳
し
く
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
筆
者
は
か
か
る
皇
帝
独
裁
制
の
保
全
に
有
利
に
作
用
し
う
る
現
象
の
招
来
に
、
神
宗
皇
帝
の
発
意
に
よ
る
と
い
う
元
豊
官
制
の
意
図
の
一
端
を
見
出
し
う
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
北宋の戸部について(見城)
で
は
元
豊
の
官
制
改
革
に
右
の
ご
と
き
意
図
が
あ
っ
た
と
し
て
、
再
編
さ
れ
た
官
制
は
実
情
に
適
合
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
果
た
し
て
実
現
を
見
た
か
は
疑
わ
し
い
が
、
元
祐
元
年
に
は
司
馬
光
に
よ
っ
て
、
元
祐
四
年
に
は
蘇
轍
に
よ
っ
て
戸
部
に
改
革
が
加
え
ら
れ
る
(
『
侍
家
集
』
巻
五
一
「
論
銭
穀
宜
蹄
一
街
子
」
、
『
築
城
集
』
巻
四
O
「
請
戸
部
復
三
司
諸
案
創
子
」
)
。
前
者
は
戸
部
右
曹
を
戸
部
尚
書
の
管
理
下
に
お
き
、
な
お
か
つ
寺
監
に
分
散
す
る
財
穀
を
戸
部
に
戻
す
と
い
う
も
の
で
、
後
者
は
都
水
監
・
軍
器
監
・
将
作
監
を
戸
部
に
併
帰
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
改
革
に
新
法
へ
の
不
満
が
腔
胎
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
が
、
実
情
に
そ
ぐ
わ
な
い
面
の
あ
る
元
豊
官
制
の
是
正
に
、
そ
れ
以
上
の
改
革
{
侃
}
の
動
機
が
存
在
し
た
、
と
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
99 
‘王(1)
碗
波
護
「
三
司
使
の
成
立
に
つ
い
て
|
|
唐
宋
の
変
革
と
使
職
|
|
」
(
一
九
六
一
↓
『
唐
代
政
治
社
会
史
研
究
』
同
朋
舎
、
一
九
八
六
)
、
渡
辺
信
一
郎
「
唐
代
後
半
期
の
中
央
財
政
|
|
戸
部
財
政
を
中
心
に
1
i
l
」
(
『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
』
人
文
、
四
O
、
一
九
八
八
)
な
ど
を
参
照
。
(2)
「
北
宋
に
お
り
る
三
司
の
興
廃
」
(
一
九
六
五
↓
『
宋
代
史
研
究
』
東
洋
文
庫
、
一
九
六
九
)
、
「
北
宋
の
三
司
の
性
格
!
|
|
節
度
使
体
制
と
関
聯
さ
せ
て
1
|
|
」
(
一
九
六
五
↓
同
上
)
、
「
北
宋
中
期
に
お
け
る
戸
部
の
復
立
中
|
|
左
右
曹
を
中
心
と
し
て
|
|
」
〔
一
九
六
八
↓
『
宋
・
高
麗
制
度
史
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
二
)
。
(
3
)
在
聖
鐸
「
宋
朝
理
財
体
制
由
三
司
到
戸
部
的
変
遷
」
(
「
宋
遼
金
史
論
叢
』
二
、
中
華
書
局
、
一
九
九
ご
、
同
『
両
宋
財
政
史
』
下
(
中
華
書
局
、
一
九
九
五
)
第
三
編
、
第
三
章
・
第
四
章
。
(
4
)
北
宋
の
論
者
で
、
三
司
は
唐
の
尚
書
省
に
相
当
す
る
と
い
う
も
の
は
多
い
。
「
繍
資
治
通
鑑
長
編
』
(
以
下
、
『
長
編
』
と
略
称
す
)
巻
八
六
二
ニ
、
大
中
祥
符
九
年
三
月
辛
酉
条
、
同
巻
一
八
一
l
一
三
、
至
和
二
年
一
一
月
乙
丑
条
、
同
巻
一
八
六
二
一
、
嘉
祐
二
年
一
一
月
丙
申
条
、
『
蘇
貌
公
文
集
」
巻
一
八
、
「
詩
増
修
尚
書
省
梢
復
南
宮
故
事
」
な
ど
。
(
5
)
宋
代
に
お
け
る
行
政
制
度
の
研
究
は
最
近
成
果
を
見
せ
て
い
る
。
例
え
ば
平
田
茂
樹
「
宋
代
政
治
構
造
試
論
!
l対
と
議
を
手
掛
り
に
し
て
|
|
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
五
二
回
、
一
九
九
四
)
、
久
保
田
和
男
「
宋
代
に
於
け
る
制
勅
の
伝
達
に
つ
い
て
|
|
元
豊
改
制
以
前
を
中
心
と
し
て
l
i」
(
『
宋
代
社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
)
、
徳
永
洋
介
「
宋
代
の
御
筆
手
詔
」
(
「
東
洋
史
研
究
」
五
七
三
、
一
九
九
八
)
な
ど
。
(
6
)
「
文
昌
雑
録
』
巻
一
に
は
、
元
豊
官
制
直
後
の
尚
書
都
省
及
び
六
部
の
官
員
の
全
姓
名
が
記
さ
れ
る
が
、
や
は
り
規
定
通
り
に
ポ
ス
ト
は
充
足
さ
れ
て
い
な
い
。
(7)
紹
聖
二
年
一
O
月
に
察
京
が
翰
林
学
士
兼
侍
読
・
修
国
史
に
な
っ
て
か
ら
(
『
長
編
拾
補
』
巻
一
一
一
ー
一
七
)
、
紹
聖
四
年
五
月
に
呉
居
厚
が
権
戸
部
尚
書
に
な
る
ま
で
の
間
も
(
『
長
編
』
巻
四
八
七
七
)
、
戸
部
尚
書
の
存
在
が
確
認
で
き
な
い
が
、
同
時
に
不
在
で
あ
っ
た
と
い
100 
う
確
証
も
な
い
。
な
お
、
北
宋
の
歴
代
戸
部
尚
書
の
全
姓
名
は
、
宮
崎
聖
明
「
北
宋
の
三
司
使
・
戸
部
尚
書
の
人
事
と
経
歴
」
(
『
北
大
史
学
』
三
八
、
一
九
九
八
)
所
掲
表
参
照
。
(
8
)
『
長
編
』
巻
四
四
三
一
て
元
祐
五
年
六
月
丁
未
条
に
、
「
戸
部
尚
書
梁
熊
・
給
事
中
朱
光
庭
、
始
受
命
」
と
あ
り
、
告
命
は
受
け
て
い
る
。
な
お
煮
は
外
任
を
乞
い
、
同
年
八
月
に
知
鄭
州
に
除
さ
れ
る
(
『
長
編
」
巻
四
四
七
|
こ
。
(9)
梅
原
郁
氏
は
、
「
元
豊
以
後
は
監
司
と
中
央
官
の
〔
昇
進
コ
ー
ス
に
お
付
る
〕
か
か
わ
り
は
、
こ
れ
ま
で
の
三
司
判
官
・
副
使
に
か
わ
っ
て
、
員
外
郎
・
郎
中
と
の
間
で
結
ぼ
れ
る
よ
う
に
な
る
(
〔
〕
内
は
筆
者
の
補
足
)
」
(
『
宋
代
官
僚
制
度
研
究
』
同
朋
舎
、
一
九
八
五
、
二
八
三
頁
)
と
述
べ
る
。
(
叩
)
表
l
の
な
か
で
、
謝
景
混
は
「
長
編
』
巻
三
二
五
ー
一
二
、
元
堂
五
年
四
月
乙
亥
条
に
、
「
改
新
守
戸
部
侍
郎
謝
景
温
、
守
鵡
部
侍
郎
」
と
あ
る
よ
う
に
戸
部
侍
郎
に
着
任
は
し
な
か
っ
た
。
(
日
)
板
橋
真
一
「
北
宋
前
期
の
資
格
論
と
財
政
官
僚
」
(
『
東
洋
史
研
究
」
五
O
l
二
、
一
九
九
二
な
ど
を
参
照
。
(
ロ
)
本
条
の
李
蕪
原
注
に
は
「
『
編
録
法
罰
」
元
祐
五
年
五
月
二
十
五
日
聖
旨
、
今
扱
取
附
見
。
蘇
轍
(
戦
)
『
奏
日
」
六
年
五
月
二
十
六
日
聖
旨
、
恐
蘇
轍
(
拭
)
誤
。
今
爾
存
之
」
と
あ
る
。
な
お
、
蘇
執
『
奏
議
集
」
巻
一
一
「
論
積
欠
六
事
弁
乞
検
曾
臆
詔
所
論
四
事
一
慮
行
下
扶
」
、
『
長
編
』
巻
四
五
八
一
七
、
元
祐
六
年
五
月
甲
申
条
も
参
照
。
(
日
)
内
降
と
は
内
廷
か
ら
直
接
下
さ
れ
る
詔
令
・
命
令
を
い
う
。
詳
細
は
、
平
田
茂
樹
「
宋
代
の
垂
簾
聴
政
に
つ
い
て
」
(
「
柳
田
節
子
先
生
古
稀
記
念
|
中
国
の
伝
統
社
会
と
家
族
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
)
、
前
掲
徳
永
「
宋
代
の
御
筆
手
詔
」
を
参
照
。
(M)
史
料
[
ニ
]
の
准
南
転
運
司
状
は
戸
部
宛
て
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
『
長
編
』
巻
三
二
八
|
五
、
元
豊
五
年
七
月
丁
亥
詔
に
、
「
臆
冠
『
尚
書
』
字
者
、
宮
司
並
申
扶
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
申
状
」
と
思
わ
れ
る
。
す
る
と
、
本
文
に
掲
げ
た
『
博
家
集
』
の
記
述
に
あ
る
よ
う
に
三
省
を
経
由
し
て
戸
部
に
持
ち
込
ま
れ
た
可
能
性
が
強
い
が
、
史
料
そ
の
も
の
に
は
そ
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
直
接
、
転
運
司
状
が
戸
部
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
の
想
定
に
基
づ
き
、
図
ロ
ニ
を
作
成
し
た
。
(
日
)
「
自
不
得
違
例
約
喝
税
銭
」
の
句
は
原
文
で
は
、
「
自
不
得
依
例
喝
免
税
銭
」
に
作
る
が
、
こ
れ
と
対
応
す
る
『
長
編
』
巻
四
七
五
ー
一
O
、
元
祐
七
年
七
月
是
月
条
に
よ
っ
て
改
め
た
。
(
凶
)
勅
律
令
格
式
の
改
定
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
長
編
」
巻
三
三
九
ー
一
、
元
豊
六
年
九
月
契
卯
詔
に
、
「
内
外
官
司
見
行
敷
・
律
・
令
・
格
・
式
、
文
有
未
使
於
事
理
臆
改
者
、
並
申
尚
書
省
議
奏
。
組
輩
旨
街
草
者
、
徒
一
年
」
と
あ
る
。
(
口
)
省
牒
の
例
は
『
宋
曾
要
輯
稿
』
(
以
下
、
『
宋
曾
要
』
と
略
称
す
)
職
官
二
|
四
四
「
進
奏
院
」
端
扶
元
年
二
月
詔
な
ど
を
参
照
。
(
凶
)
政
和
二
年
五
月
に
、
元
堂
官
制
格
自
に
依
っ
て
常
平
等
の
政
令
の
更
改
に
つ
い
て
、
例
外
的
に
都
省
を
経
由
せ
ず
に
戸
部
が
直
接
皇
帝
の
裁
旨
を
取
る
こ
と
が
認
可
さ
れ
る
(
『
宋
曾
要
』
食
貨
五
六
三
四
万
す
る
と
、
少
な
く
と
も
そ
れ
以
外
の
政
令
の
更
改
に
際
し
て
は
、
都
省
を
経
由
し
て
皇
帝
の
裁
旨
を
取
っ
た
こ
と
に
な
る
。
(
四
)
上
殿
奏
事
に
つ
い
て
は
、
前
掲
平
田
「
宋
代
政
治
構
造
試
論
」
、
熊
本
崇
「
北
宋
の
台
諌
|
|
神
宗
朝
・
哲
宗
朝
を
中
心
に
|
|
」
(
「
東
北宋の戸部について(見城)
北
大
学
東
洋
史
論
集
』
六
、
一
九
九
五
)
を
参
照
。
(
初
)
元
豊
六
年
六
月
に
黄
履
は
、
「
侍
郎
以
下
、
何
不
得
猫
乞
上
殿
」
の
部
分
を
条
文
か
ら
削
除
す
る
よ
う
に
乞
う
(
『
長
編
』
巻
三
三
五
一
五
1
一六)。
(
幻
)
『
長
編
』
巻
四
八
六
1
一
七
、
紹
聖
四
年
四
月
己
酉
条
に
、
「
元
祐
問
、
因
匡
僚
建
言
、
乞
免
侍
従
官
縛
封
、
績
有
旨
『
職
事
官
槌
侍
郎
以
上
並
免
』
。
自
此
縛
封
止
差
卿
・
監
・
郎
官
而
巳
」
と
あ
り
、
こ
の
場
合
の
「
侍
郎
以
上
」
に
は
侍
郎
が
含
ま
れ
る
。
(
幻
)
前
掲
平
田
「
宋
代
政
治
構
造
試
論
」
で
は
、
六
部
は
優
先
的
に
上
殿
奏
事
の
権
限
を
有
し
て
い
た
と
す
る
。
(
お
)
後
に
は
上
殿
筋
子
を
進
呈
す
る
主
体
が
中
書
省
に
限
定
さ
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
(
『
長
編
』
巻
三
五
一
ー
三
、
『
宋
曾
要
』
職
官
一
ー
l
三
O
)
。
(M)
本
文
に
掲
げ
た
『
長
編
』
巻
三
五
四
|
回
、
元
豊
八
年
四
月
辛
未
条
に
み
え
る
規
定
は
、
確
認
で
き
る
だ
げ
で
も
、
元
祐
二
年
二
月
(
『
長
編
』
巻
三
九
五
|
こ
、
紹
聖
元
年
間
四
月
(
『
宋
曾
要
』
儀
制
六
ー
一
八
)
、
同
年
六
月
二
宋
曾
要
』
儀
制
六
一
八
)
、
紹
聖
五
年
(
『
宋
曾
要
』
職
官
一
ー
三
O
)
に
少
し
ず
つ
改
定
を
加
え
ら
れ
て
お
り
、
最
終
的
に
は
南
宋
に
ま
で
ほ
ぼ
踏
襲
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
(
『
慶
元
傑
法
事
類
』
巻
一
六
、
文
書
門
て
詔
敷
僚
制
、
職
制
令
)
。
(
お
)
唐
の
奏
紗
に
つ
い
て
は
、
中
村
裕
一
『
唐
代
制
勅
研
究
』
(
汲
古
書
院
、
一
九
九
こ
、
第
一
章
、
第
八
節
、
門
下
省
の
封
還
(
封
駁
)
な
ど
を
参
照
。
(
お
)
表
2
に
は
載
せ
な
か
っ
た
が
、
『
長
編
」
巻
四
O
八
二
六
、
元
祐
三
年
二
月
是
月
条
に
、
「
〔
右
正
言
劉
安
世
〕
又
言
、
常
賦
之
外
、
101 
一
切
鏑
復
、
所
入
有
限
、
則
園
周
有
不
足
之
慮
。
是
以
専
置
官
局
、
裁
節
浮
費
。
〔
元
年
四
月
十
八
日
、
詔
戸
部
裁
滅
浮
費
〕
而
膳
部
併
於
主
客
、
虞
部
入
於
屯
回
。
又
量
事
之
開
劇
、
以
定
員
之
多
寡
、
六
曹
所
減
、
凡
十
九
員
」
と
あ
り
、
劉
安
世
は
六
部
の
官
員
削
減
を
戸
部
に
よ
る
経
費
削
減
の
一
環
で
あ
る
と
見
倣
す
。
し
か
し
そ
れ
は
元
祐
元
年
四
月
二
六
日
の
こ
と
で
(
『
長
編
』
巻
三
七
六
|
九
1
一
O
)
、
浮
費
裁
滅
の
詔
が
戸
部
に
下
っ
て
(
一
八
日
)
か
ら
幾
日
も
経
っ
て
お
ら
ず
(
「
長
編
」
巻
三
七
五
l
一
七
)
、
戸
部
に
よ
る
も
の
と
は
見
倣
し
が
た
い
。
ま
た
、
「
長
編
』
巻
四
三
O
ー
一
二
、
元
祐
四
年
七
月
是
月
条
に
、
「
殿
中
侍
御
史
孫
升
言
、
i
-
朝
廷
近
年
察
官
既
不
補
足
、
而
比
因
浮
費
所
建
言
、
更
不
自
本
基
立
法
、
直
行
滅
罷
書
吏
六
人
、
止
存
八
人
、
分
治
六
祭
」
と
あ
り
、
浮
費
所
に
よ
り
六
察
所
属
の
書
吏
も
減
額
さ
れ
た
が
、
そ
の
日
付
が
判
ら
な
い
の
で
、
こ
れ
も
表
2
に
は
載
せ
な
か
っ
た
。
(
幻
)
元
祐
元
年
四
月
に
は
朱
光
庭
が
既
に
置
局
(
審
議
委
員
会
の
設
置
)
を
要
求
し
て
お
り
(
「
長
編
』
巻
三
七
五
ー
一
七
て
さ
ら
に
注
(
鉛
)
所
掲
『
長
編
』
巻
四
O
八
、
元
祐
三
年
二
月
条
で
は
、
そ
の
時
す
で
に
置
局
さ
れ
て
い
た
ご
と
く
で
あ
る
。
し
か
し
本
文
に
掲
げ
る
元
祐
三
年
間
二
一
月
の
蘇
轍
ら
の
上
奏
は
、
「
臣
等
伏
乞
、
検
曾
貿
元
・
鹿
暦
・
嘉
祐
故
事
、
於
本
部
置
司
、
選
揮
近
臣
共
議
其
事
、
殿
立
近
限
、
責
以
質
殺
」
と
あ
る
よ
う
に
、
置
局
を
要
求
し
た
も
の
で
あ
る
し
、
『
古
今
合
墜
事
類
備
要
』
後
集
巻
二
八
、
六
部
門
コ
戸
部
」
に
、
「
置
裁
省
局
。
〔
韓
忠
彦
、
字
師
朴
、
詮
文
定
、
召
魚
戸
部
尚
書
、
時
元
祐
曾
稽
録
初
成
、
入
狭
而
用
康
、
忠
彦
愛
之
、
因
雷
同
数
節
財
用
。
遂
裁
省
冗
費
、
置
局
於
戸
部
向
上
。
〕
」
と
あ
り
、
韓
中
山
彦
の
言
(
表
2
の
閏
一
一
一
月
に
お
け
る
蘇
轍
・
韓
宗
道
と
の
合
同
の
上
奏
を
指
す
)
に
よ
っ
て
置
局
さ
れ
102 
た
と
す
る
の
で
、
元
祐
三
年
間
一
二
月
頃
に
浮
費
所
が
設
置
さ
れ
た
と
判
断
し
た
。
(
お
)
宋
惑
に
つ
い
て
は
よ
く
判
ら
な
い
が
、
元
祐
元
年
七
月
時
点
で
は
通
直
郎
・
監
在
京
市
易
務
で
あ
り
(
『
長
編
』
巻
三
八
三
士
己
、
元
祐
八
年
五
月
に
は
朝
奉
郎
を
も
っ
て
愛
州
路
転
運
判
官
に
充
て
ら
れ
て
い
る
(
『
全
萄
欝
文
士
山
』
巻
三
四
「
愛
州
重
茸
三
峡
堂
記
」
)
。
(
却
)
『
築
全
集
』
巻
二
=
一
「
諸
別
差
官
議
財
計
事
」
に
よ
る
と
、
本
文
に
掲
げ
た
五
名
以
外
に
、
楊
借
と
高
若
前
が
三
司
滅
省
所
に
参
加
し
た
よ
う
で
あ
る
。
(
釦
)
当
初
、
張
方
平
は
委
員
会
の
審
議
内
容
を
中
書
・
枢
密
院
に
提
出
し
て
協
議
し
、
実
施
す
べ
き
も
の
は
皇
帝
の
裁
決
を
取
る
よ
う
に
要
求
し
た
(
『
築
全
集
』
巻
二
一
一
一
「
荷
校
舎
邦
計
事
」
)
。
そ
し
て
後
に
提
出
さ
れ
た
方
平
の
上
奏
に
、
「
其
所
裁
定
之
事
、
雌
更
綬
中
書
・
植
密
腕
商
量
、
就
復
有
失
、
将
使
誰
言
」
(
『
築
全
集
』
巻
二
三
「
翁
別
差
宮
識
財
計
事
」
)
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
そ
の
要
求
は
受
防
容
れ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
(
出
)
詳
定
役
法
所
に
つ
い
て
は
、
毛
塚
康
明
「
旧
法
党
官
僚
再
考
|
|
蘇
献
を
手
懸
り
と
し
て
|
|
」
(
『
向
沫
集
』
五
、
一
九
八
七
)
を
参
照。
(
位
)
『
長
編
』
巻
三
七
六
ー
一
O
、
元
祐
元
年
四
月
笑
丑
条
で
は
、
青
苗
法
の
復
活
の
発
議
者
を
三
省
と
す
る
が
、
本
条
の
李
燕
原
注
に
は
、
「
文
捺
四
年
五
月
劉
安
世
劾
諮
純
仁
章
、
則
復
散
青
苗
、
乃
純
仁
建
議
。
此
但
云
三
省
、
不
及
密
院
、
不
知
何
故
」
と
あ
る
。
(
お
)
新
法
党
が
政
権
を
掌
握
し
た
紹
聖
期
に
な
る
と
、
異
な
る
局
面
を
見
せ
る
。
例
え
ば
役
法
で
い
え
ば
、
紹
聖
元
年
四
月
頃
に
差
役
法
を
免
役
法
に
改
め
る
べ
く
戸
部
看
詳
役
法
所
が
戸
部
に
設
置
さ
れ
、
戸
部
看
詳
役
法
所
の
主
導
で
役
法
の
改
定
が
行
わ
れ
る
(
『
宋
曾
要
』
食
貨
一
四
一
1
七
万
(
制
)
周
藤
吉
之
「
北
宋
に
お
砂
る
提
挙
在
京
諸
司
庫
務
司
と
提
点
在
京
倉
草
場
所
の
興
廃
」
(
一
九
六
八
↓
『
宋
・
高
麗
制
度
史
研
究
』
)
を
参
照。
(
お
)
元
豊
の
官
制
改
革
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
官
制
改
革
に
つ
い
て
は
、
張
復
翠
『
北
宋
中
期
以
後
之
官
制
改
革
』
(
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
九
一
)
を
参
照
。
